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　 5月に入り，急に暖かくなってまいりました。
昨年の東日本大震災では，地震と津波の怖さを思
い知らされましたが，最近は，急激な温度変化の
せいか，茨城などで竜巻が発生し，死者もでたと
のこと。京都や関越道での複数人が死亡した交通
事故など暗い話が続く中，明るいニュースに触れ
たいものですが，なかなかそうはならない今日こ
の頃です。
　そのような中，この度も千葉医学雑誌第88巻 3
号を無事にお届けできますこと，皆様に感謝申し
上げます。今回も多くの方に，記事を書いていた
だいております。原著論文として椎名伸充先生
のAFP産生胃がんに関するご報告と赤津頼一先
生のアキレス腱断裂の治療法に関するご報告，症
例報告として小川泰史先生から小児前腕骨骨折の
治療例に関するご報告，さらには海外だよりとし
て豊留孝仁先生のウィスコンシン大学での体験記
が掲載されております。現役組の先生方，皆さん
頑張っていらっしゃいます。一方，シニアの先生
と言っては失礼かもしれませんが，鈴木信夫先生
と髙野光司先生からも貴重な記事をいただきまし
た。今年定年となられた鈴木先生の研究紹介で
は，先生のこれまでのご研究，ご活動が紹介され
ております。一方で，実利が重視され，収益無き
行為が度外視される最近の風潮を嘆かれ，「亥鼻
山に集う全ての組織体がそのような時代の要求に
応えるものへと変貌してよいか」との問いかけ
は，心に響きました。ドイツ・ゲッティンゲン大
学の髙野先生からは同大学教授として，世界に誇
るべき神経生理学実習を立ち上げられたことにつ
いて紹介されております。実習時間中は実習室を
渡り歩かれ，学生と問答されたそうですが，その
際は，学生に考えさせることに主眼を置かれたそ
うです。このような実習を経験した学生の中に
は，研究の楽しさを感じ，基礎医学を学びたいと
思うものも出てくるであろうことが容易に想像さ
れます。
　鈴木先生，髙野先生の記事を読み，今後大学の
教員として何をすべきなのだろうかと，改めて考
えさせられました。鈴木先生が暗示されるよう
に，最近の基礎医学を取り巻く環境は，随分と世
知辛くなったものだと感じます。私が大学を卒業
し，法医学の大学院に入学した今から20年ほど前
は，基礎医学には，昼間に食事にでたり，夜は教
室で酒を飲んだりなど，現在からは想像しがたい
のびのびした雰囲気があり，それにつられて遊び
に来た若者が，ミイラ取りがミイラになるよう
に，基礎医学を専攻していたように記憶しており
ます。自動車のハンドルと同様，何事もある程度
の遊びが必要と思いますし，ましてや研究とい
う，最初からお金にならないであろうことがわ
かっているような仕事は，よい意味で遊びを楽し
む感覚がないと，志すことも続けることも難しい
ように思います。最近，東京大学が主体となっ
て，国際競争力をつけるためにも日本で秋入学を
始めたらどうだろうかとの提案がされております
が，自国の学生が研究をしたいと思う環境を作ら
ない限り，海外からの留学生が日本に来て研究し
たいと思ってくれるかどうかさえ，疑問に感じま
す。入学時期を変えても，研究環境を改善しない
限り，日本人学生も海外からの留学生も，優秀で
あればあるほど，むしろ日本以外の国にわたって
しまうように思います。千葉大学が法人化され 9
年目に入りましたが，今後も，老若の英知を結集
し，若者が続々と入ってきたいと思うような環境
づくりを目指したいものです。
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